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研究成果の概要（和文）：2002年に正式独立を果たした南洋の島国、東ティモール民主共和国のナショナリズムに関連
する問題について、現地におけるフィールドワークと文献調査で得られた知見にもとづき考察をおこなった。東ティモ
ールの公用語であるテトゥン語を共通言語とし、カトリック信徒で、かつティモール島南部にかつて存在した王国との
つながりを共有するテトゥン社会は、東西国境をはさみ合計50万人規模であり、人口100万人の東ティモールにおいて
けっしてマイノリティではない。親族や姻戚関係、そして商業目的での国境の往来は頻繁におこなわれており、「東テ
ィモール人」アイデンティティを理解する上で重要な文化圏であるとの見解に至った。

研究成果の概要（英文）：This study aims to consider the issue of nationalism in the democratic republic of
 Timor Leste, based on the data and knowledge I learned from literatures and my field research in East Tim
or. By interviewing with local people and reading monographs, I found that there is a large community whic
h shares language, religion and a history of an ancient kingdom beyond the border between East and West Ti
mor. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

文化人類学

キーワード： 東ティモール　ナショナリズム　歴史　言語　キリスト教

文化人類学、文化人類学・民俗学



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
(1)  2000年初頭より、インドネシア領西テ
ィモールで、1999年の住民投票後の騒乱に
伴う東ティモール難民の調査を開始した。そ
の結果、難民キャンプだけでなく、親族関係
をたよりに村落社会でも避難生活を送って
いる人々が少なくないことが判明した。とく
にティモール島南部では、東ティモール西部
地域の住民が多く避難していることがわか
った。 
 
(2)  2003年より、東ティモール民主共和国
コバリマ県にて元難民への聞き取り、紛争後
の和解の問題に関する聞き取り調査を実施
してきた。この調査過程のなかで、東西国境
をこえて人々の親族・姻戚関係がひろがり、
独立以前に頻繁な行き来があったこと、1999
年の騒乱時にも親族をたよりに避難したひ
とが多かったことがわかった。そして文化的
にもインドネシア領側にかつて存在した王
権とのつながりが強いことが、聞き取りの結
果明らかになった。 
 
２．研究の目的 
(1) そこで本研究では、独立後の東ティモー
ルの「国民文化」に、インドネシア領西ティ
モールにかつて存在した王権が、どの程度影
響を及ぼしているのか、現地における調査お
よび文献調査から、明らかにすることを目的
とした。 
 
(2) 多言語社会である東ティモールにおいて、
独立後の国民統合のために国民文化がどの
ように表象されうるのか、とくにティモール
の文化の構成要素であるテトゥン社会の文
化がどのように記述され、語られ、展示され
ているのかを明らかにすることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
(1)	 上記の研究の目的を達成するにあたっ
て、東ティモール民主共和国におけるフィー
ルド調査による聞き取り、資料収集、および
東西ティモールの歴史文化に関する文献史
料の調査を実施した。	 
	 
４．研究成果	 
(1)	 現在の東ティモール民主共和国の国民
の 98％がカトリックの信徒である。東ティモ
ールは、ポルトガル人が到来した 16 世紀以
来のカトリック社会であると理解されてき
た。そのことから東ティモール問題とは、世
界最大のムスリム人口を抱えるインドネシ
ア共和国と住民のほとんどがカトリックの
信徒である元ポルトガル領という宗教対立
であると誤解されることが多かった。しかし
実際は、インドネシアによる侵略を受けた当
時、東ティモールのカトリック人口は３割に
満たず、人口の 72％は祖先祭祀を中心とする
信仰体系を保っていた。	 

	 
(2)	 カトリック人口が急増したのは、イスラ
ーム、カトリック、プロテスタント、ヒンド
ゥー、仏教のいずれかの宗教への帰属を国民
の義務とする国家原則パンチャシラを掲げ
るインドネシアによる植民地下においてで
あった。むしろオランダ領東インドであった
ティモール島西部において、カトリック化が
先に進んだ。	 
	 
(3)	 オランダは 1808 年からフローレス島に
おけるカトリックの布教を解禁、イエズス会
の宣教師が、ティモール島西部で布教活動を
展開した。1913 年よりドイツで設立された修
道会「神言会」が引き継ぎ、活発に布教活動
を展開した。	 
	 
(4)しかしティモール島西部でもカトリック
信徒数が急激に増加するのは、インドネシア
共和国が正式に独立を果たす 1950 年代以降
のことである。イスラーム、カトリック、プ
ロテスタント、ヒンドゥー、仏教のいずれか
の宗教への帰属を国民の義務と定めた国家
原則（パンチャシラ）の影響が大きい。1961
年のデータによると、アタンブア教区の住民
の 90％（38 万人）がカトリックの信徒とな
った[Smythe	 2004:71]。	 
	 
(5)	 他方、1975 年までポルトガル領であった
東ティモールでは既に述べたように、インド
ネシアの軍事侵攻の時点で、72％が非カトリ
ック系の住民であった[Kohen	 2001]。1556 年
にドミニコ会士であるアントニア・タベイラ
が布教活動を開始して以来、1640 年までに
10 のミッションと 22 の教会が建てられたと
されているが、それは沿岸部に限定的だった	 
[Gunn	 2001:3-14、Molnar	 2010:	 18-19]。ド
ミニコ会は 18 世紀半ばまでに北沿岸部の町
マナトゥトゥと飛び地であるの二カ所に神
学校を建設している。1834 年に植民地政庁と
の関係が悪化した結果、ティモール島から追
放されたドミニコ会にかわり、19 世紀後半よ
りイエズス会やサレジオ会がポルトガル領
ティモールで活動をはじめた。1899 年にイエ
ズス会は、東南部のソイバダに神学校をつく
り、伝統的首長たちの子息を中心に神学教育
を開始した。しかしながら 1910 年にポルト
ガルの共和制以降に伴い、全てのポルトガル
領から修道会は追放され、1950 年代後半まで
ポルトガル領ティモールにおける修道会に
よる活動はおこなわれなかった。1960 年代近
くまで、ポルトガル領ティモールにおける宣
教活動を禁じられていたことも、カトリック
信徒が増加していない要因のひとつとして
考えられる。	 
	 
(6)西ティモールも東ティモールもどちらの
住民も、パンチャシラにより国家が公認する
宗教への帰属が求められ、もっとも身近であ
ったカトリックを選択したと考えられる。イ



ンドネシア時代のカトリック教会がもたら
した重要な影響の一つは、典礼言語としてテ
トゥン語を採用したことである。第二バチカ
ン公会議のあと、バチカン直轄区であった東
ティモールは、インドネシア支配にあっても
インドネシアのカトリック教会の教区ヒエ
ラルキーに入ることはなかった。そのためイ
ンドネシア語を選択する必要もなく、1981 年、
州都であるディリを中心に共通語となって
いたテトゥン語を使用することを決定した。	 
	 	 
(7)	 ティモール島には 22 言語あり、そのう
ちの 18 言語がティモール島東部に集中して
いる。このなかで圧倒的な多数派言語は存在
しない。インドネシア時代に典礼語として採
用されたテトゥン語も、その母語としての話
者は東ティモール全体の２割程度、地域でい
えば州都のあるディリ県、インドネシア領と
接するコバリマ県南部、そして東南沿岸部の
一部で話される言葉にすぎなかった。このテ
トゥン語はティモール島中央南部から東部
へとひろがったオーストロネシア語族に属
する言語であり、ティモール島のその他のオ
ーストロネシア語系の６言語（ロティ、ヘロ
ン、ダワン、ガロリ、ハブ、カワイミナ）と
近い[Hull	 1993]。これらはティモール島西
部の多数派を占めるダワン（アトニ）、ロテ
ィ島民などを含んでいる。他方、ティモール
島東部のその他のオーストロネシア系言語
（トコデデ、ケマク、マンバイ、イダラカ）
とはそれほど近くない（地図１のティモール
島の言語分布を参照）。	 
	 

地図 1.	 ティモール島の言語分布	 
	 
(8)	 テトゥン語が東ティモールにおける共
通語となったのはカトリック教会による影
響もあるが、それに先立ちディリとその周辺
地域における共通語として使用されていた。
ベル南部の王国の最大領域がディリ近くま
でひろがっていたことから、ベルの王権「ウ
ェハリ」とテトゥン語のひろがりの関連性が
推測できる。	 
	 
(9)	 現在のインドネシア共和国ベル県南部
では、テトゥン語のなかでは言語学的に最も
古い、やや複雑な動詞活用を持つテトゥン・
テリックと呼ばれる地方テトゥン語が話さ
れている。多くの人々がコメやトウモロコシ

を主食とした定住農耕を営んでおり、父系出
自、夫方居住婚が多数派のティモール島にあ
って、母系出自、妻方居住を基礎とする慣習
法を共有していることも特徴の一つである。	 
ベル県南部にはかつてティモール島の「儀礼
的中心」と呼ばれたウェハリという王国があ
った。ウェハリは、ベル県南部を中心として、
現在の東ティモールの西部地域─コバリマ
県、ボボナロ県、エルメラ県などテトゥン語、
マンバイ語、ブナク語、ケマク語を母語とす
る地域─をその影響下においていたとみら
れている。	 17 世紀中頃にトパスと呼ばれる
現地生まれのポルトガル人勢力がウェハリ
に侵攻し、その政治権力は弱まったが、ポル
トガルとオランダが覇権を争うなか、その後
もティモールにおける儀礼的中心として権
威を保持した。	 しかし 20 世紀初頭、ポルト
ガルとオランダによるティモール分割統治
によって、ウェハリは蘭領東インドの行政下
に、そしてその他の地域はポルトガル領ティ
モールに編入されることになった。	 
	 
	 
(10)ウェハリによるティモール島西部にお
ける覇権はミドルコープの民族誌、東部への
覇権の拡大はオリベイラの記録によって確
認することができる。ウェハリの支配下にあ
った領域は、スアイ＝カマナサ、ディルマ、
ラケクン、フォホテヘン、ベボキ、インサナ、
フォホレン、ファトゥメアン、アトゥサベ、
カサバンク、ライメアン、ディルアテ、マロ
ボ、レテン・タロ、ベバオ、バリボ、マウバ
ラの 17 領域である。このうち 4 つの領域が
現在のインドネシア領西ティモールに位置
する。西ティモール側での支配領域はそれほ
ど広くなく、現在のベル県に相当する地域に
限定されている。他方、残りの 13 領域は現
在の東ティモールのコバリマ県、リキサ県、
ボボナロ県、そしてエルメラ県にまでひろが
っている（地図２を参照）。	 
	 

	 
地図 2.	 ウェハリの王権の影響範囲	 

	 
(11)	 東ティモール民主共和国のコバリマ県、
ボボナロ県、そしてエルメラ県における聞き
取り、および当該地域に関連する文献調査の
結果、戦争のたびに、東ティモールの西部の
人々は彼らにとって「儀礼的中心」であるウ
ェハリの地へと避難した。その際に、祖先祭



祀の中心であるルリックもともに運んだ。彼
らにとってその移動は国境をこえることに
必ずしも意味があったわけではなかった。イ
ンドネシア領西ティモールに存在する移住
村の存在から推測するに、これは国境近くの
人々に限らず、「ウェハリ＝テトゥン文化圏」
の人々のなかで少なくない人々が同様の移
動をおこなってきたと考えられる。	 
	 
(12)結論：オランダ領とポルトガル領にまた
がっておこなわれたカトリックの宣教活動
は、19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけては
じまった。ポルトガル領ティモールに拠点を
うつしたイエズス会にかわって、オランダ領
ティモールでは神言会が布教を開始した。し
かしながら、実際にカトリックの信徒が急増
したのはインドネシア時代に入ってからで
あった。東ティモールよりも先にインドネシ
ア共和国に編入された西ティモールのほう
が先にカトリック化が進み、東ティモールで
は 1980 年代以降にカトリック化が進んだと
みられる。その際に、テトゥン語が典礼言語
として採用されたことによって、東ティモー
ルにおけるカトリック化は「テトゥン語＝ウ
ェハリ文化圏」で特に進んだとみられる。こ
のようにして、東西ティモールにまたがる
「ウェハリ＝テトゥン＝カトリック」文化圏
が形成されることになった。	 
	 
	 
(13) オランダ領東インドの西ティモールと、
ポルトガル領であった東ティモール。それぞ
れ異なる宗主国、異なる修道会による宣教が
おこなわれたにもかかわらず、東西国境をま
たいだ「ウェハリ＝テトゥン語文化圏」を中
心に「カトリック化」が進んだ。結果として、
元々国境をこえてひろがっていたテトゥン
社会にカトリック教会の存在感の強い文化
圏が形成された。	 
	 これは、国民国家形成時におこりうる国境
周辺の「少数民族問題」とは 2つの意味にお
いて異なっている。第一に、ティモール島の
この言語集団は少数ではなく、「多数派」言
語集団である。インドネシア領西ティモール
のテトゥン＝カトリックの人口はおよそ 20
万人、東ティモール側は 25 万〜30 万人で、
人口 100 万人を越えたばかりの東ティモール
民主共和国において、「少数派」として片付
けられる規模の人口ではない。第二に、この
国境周辺地域において、「テトゥン＝カトリ
ック」を中心とした民族主義運動は目立つか
たちでは存在しない。確かに、ポルトガル時
代末期に「ティモールの統一」を主張し、イ
ンドネシアとの統合を掲げた政党アポデテ
ィや、1999 年の住民投票の時点での反独立派
は、そのプロパガンダに同地域の文化が使わ
れてきた。しかしながらこれらの政党など立
場への支持は極めて少数である。	 
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